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機械器具74 医薬品注入器 

 

一般医療機器  経腸栄養注入セット JMDNｺｰﾄﾞ 70400000 

 

カンガルー 経腸栄養セット 
再使用禁止 

1/1                 20171001 PT00072823 

 

【禁忌・禁止】 
＜使用方法＞ 
1.再使用禁止 

2.再滅菌禁止 

3.接続箇所のコネクタをアルコール含有薬剤で消毒しないこと。［ア

ルコール等との接触によりひび割れ等が生じるおそれがあるた

め。］ 

 

※【形状・構造及び原理等】 

  
※本品は、アダプタ部を経腸栄養バッグ又は栄養剤を充填したボト

ルに接続し、点滴筒に滴下する栄養剤をローラクランプにより流速を

調節して、患者に栄養剤を投与する。 

本品は、ポリ塩化ビニル（可塑剤：トリメリット酸トリ（2-エチルヘキシ

ル））を使用している。 

 
※＜原材料＞ 

アダプタ：SEBS 

連結管：ポリ塩化ビニル（TOTM）  

点滴筒：ポリ塩化ビニル（TOTM） 

コネクタ：アクリロニトリルブタジエンスチレン共重合体樹脂 

 

【使用目的又は効果】 

本品は経腸栄養剤の投与が必要な患者に経腸栄養カテーテルに

接続し栄養剤を経管的に投与することを目的とした器具である。 

 

【使用方法等】 
※1.ローラクランプを完全に閉める。 

2.栄養剤容器に本品のアダプタを接続する。 

3.栄養剤を栄養剤容器に充填する。 
※4.栄養剤等を点滴筒の半分程度まで満たし、ローラクランプをゆ

っくりと開く。 

※5.栄養剤を本品のコネクタまで満たし、ローラクランプを完全に閉

じる。 
※6.コネクタを栄養カテーテル等に接続し、ローラクランプを徐々に

開き注入速度を調節し、投与を行う。 

 

 

 

 

 

【使用上の注意】 

重要な基本的注意 

●本品と栄養剤容器及び経腸栄養カテーテルの接続部の漏れや

外れに注意し、締め直し等の適切な処置を行うこと。［接続部は使

用中に緩むことがあるため。］ 

●全操作中に、穿剃具、メス、ハサミ、縫合針等をアダプタやチュー

ブに接触させないこと。［傷付けて液漏れが生じるおそれがあるた

め。］ 

●チューブを強い力で引っ張らないこと。［チューブ接続部の破損、

外れが生じるおそれがあるため。］ 

●コネクタ、アダプタの脱着はチューブを引っ張らないで、コネクタ

を持って行うこと。［チューブ接続部の破損、外れが生じるおそれ

があるため。］ 

【保管方法及び有効期間等】 

1.保管の条件  

室温下で、水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管

すること。 

2.有効期間 

包装上に記載（自己認証（当社データ）による）。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元 
※日本コヴィディエン株式会社 

カスタマーサポートセンター：0120-917-205 
 

製造元：Covidien(コヴィディエン) 

国名：タイ王国 
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